
いつもお声がけ、

ありがとうございます！

・鉄蓋桝の蓋が開かない、どないかできひんかな？

・ﾀﾝｸの水が便器の中に流れ込んでいる。便座のｼｬﾜｰﾄ

ｲﾚのお湯が出ない。

・裏の家が解体して元々積んでるﾌﾞﾛｯｸ塀が高すぎて

危ないから何か良い方法ないかな。

・下水の流れが悪いから、見てほしい。

・ｴｺｷｭｰﾄがお湯を沸かさないから、見てほしい。

・脱衣室のｴｱｺﾝがつかなくなった。

・ﾄｲﾚﾀﾝｸの水がﾎﾟﾀﾎﾟﾀと落ちている。

・玄関の照明が消えているので見てほしい。

・TVｱﾝﾃﾅを見て取替して欲しい。

・建物として使わないから解体したい。

・窓ｶﾞﾗｽを割ってしまったので入替えてほしい。

・植木を撤去したところをきれいにしたい。

・和室の壁のｽｲｯﾁが戻らない、どないかならんかな。

・玄関のｼｬｯﾀｰを閉めたいので、ﾎﾟｽﾄを外に出したい。

奈
良
の
素
敵
な
と
こ
ろ

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
橿
原
市
に

あ
る
今
井
町
で
す
。
戦
国
時
代
、

今
井
兵
部
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

称
念
寺
が
、
今
井
町
の
起
こ
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
建
物
が
多
く
、

映
画
や
Ｃ
Ｍ
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
場
所

で
、
お
い
し
い
カ
フ
ェ
が
多
い
！
奈
良
に
は

昔
な
が
ら
の
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
今
井
町
は
風
情
の
あ
る
瓦
屋
根

や
格
子
の
引
き
戸
で
、
そ
の
横
の
エ
ア
コ
ン

の
室
外
機
ま
で
格
子
で
隠
し
て
あ
っ
た
り
と
、

全
体
が
古
民
家
な
雰
囲
気

で
歩
い
て
い
る
だ
け
で
も

楽
し
め
ま
す
。

▶下水桝の交換

長年お使いの下水桝の蓋が錆びついたり、

固着したりしていませんか？蓋が外せない

とメンテナンスや点検ができません。近く

の植物が成長し根っこが干渉すると、配管

にも影響が…。植物の移設や桝を樹脂桝に

替えることで対応可能です。気になる方は

一度、お家の周りをご確認ください。

（

記
事
担
当
＝
辰
己
知
里
）
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麓
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か
も
き
み

の
湯

株式会社 大匠工務店 ー 木の香 歓じる家工房 ー

だ い し ょ う こ う む て ん

〒639-2343 奈良県御所市鴨神908

● TEL 0745-66-0277 FAX 0745-66-0316 ●お休み 日曜日

業務内容

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
く

か
ら
、
身
体
冷
え
ん

よ
う
に
し
て
よ
～
。

桝付近には、
多くの配管が通っ
ています。植物の根
は、コンクリートを突き
破るほどの生命力が
あります・・・！

だいしょう通信
vo.15

2024年
1・

2月
号

鴨
神
の
四
季

「 心からの言葉を伝える 」

皆さま、新年あけましておめでとうございます。

昨年末にはカレンダーとだいしょう通信を持ってみなさまのところへお邪魔させ

ていただき、お会いした方々から心のこもったお言葉をもらえました。

元気にしてるかぁ？頑張ってるんやなぁ！頼りにしてるでぇ！困ったら頼んどくで！

直ぐに電話するでー！このカレンダー待っててん！ええ社員さんが入ってくれてんなぁ、

社長のこと助けたってなぁ！通信よくなったなぁ！来年頼みたいことあるねん！お父さ

んの体調はどうや？など、ほんとうにたくさんのお声をかけてもらえ、なかにはわざわざ

お手紙が届いたり、「ありがたい」の一言に尽きます。一方でまだまだ頑張れてないところ

もありますし、お叱りやアドバイスをもらいながら少しずつでも成長出来ているからこそ、応

援のお言葉がいただけると感じています。

ある先輩から以前、けっこう否定的なことばっかり言う僕に「成典にしか出来ないこと

があるんとちゃうか、自分の良い面をもっと見つめてみたら」と言ってもら

い、それがずっと残っていて、まさに魂が揺さぶられた言葉になったん

です。今年の抱負として、もらってばっかりではいけませんので、

これまで以上にみなさまのことを想って、言葉にして伝え、行

動していくことを心がけたいと思います。こんなことを言った

ら嫌がられるかなぁとか、ちょっと面倒くさいなぁとか、

「自分勝手」が出てくると言えなくなるので、損得とか、

邪念が入らないように相手のことを想って自然と出てく

る“心からの言葉”を伝えていきたいと思います。

関わる誰もがお互いのことを思い合って伝え合うことで

優しい社会になればいいなぁと思っています。

改めまして、本年もどうぞよろしくお願いいたします。

「
新
年
を
迎
え
て
」

澄
ん
だ
心
と
健
全
な
身
体
へ

の
よ
み
が
え
り
を
祈
る
儀
式
で

あ
る
「
師
走
の
大
祓
い
」
「
除
夜
祭
」

を
経
て
新
年
を
迎
え
ま
す
。
初
詣
に
て

昨
年
の
お
礼
と
今
年
の
抱
負
を
合
掌
い

た
し
ま
し
た
。

水落成典

お家の修理、修繕、
トイレ、洗面、浴室、
キッチン、リビング、居室、
玄関、屋根、外壁、エクス
テリア、増改築、新築など。
換気扇、給湯器、エアコン
などの取替え。建物の設計、
建築工事全般。

遠慮せんと、
いつでも頼ってくださいね～

や
っぱ
り
え
え
ト
コ
や
な
ぁ

や
っぱ
り
え
え
ト
コ
や
な
ぁ

クレームブリュレの
季節パフェ（イチゴ）

クリームソーダ＆

（ 撮影：辰己の母 ）

〝
橿
原
市

今
井
町
〟

い
ま

い
ち

ょ

う

か

し

は

ら

し

錆びて、
蓋が外れない！
あれ、土も無いのに、
芝桜が地面から
生えている・・・？



表裏がないまっすぐな性格で、めちゃめちゃ元気。
まわりの人も元気にしている人です。

奈良県の冬は例年1月・2月の冷え込みが強く、屋内

と屋外の寒暖差により結露が発生します。よく「結

露で窓や窓の下がボトボト！」や「結露が原因でカ

ビが生えるので困る…」というご相談をいただきま

すが、窓や床の結露を放置しておくと、木材の塗装

やコーティングが傷んだり、湿気にホコリが付着す

るとカビやダニの繁殖の基になります。簡単にでき

る結露対策としては、窓に断熱シートを貼ったり、

お家の中で温度が低くなるお部屋（特に北側のお部

屋や浴室）はこまめに換気を行ったり、エアコンの

除湿機能を活用すること、他にもお家の断熱性を高

めることはとても重要で、二重窓も効果的です。も

し結露でお悩みの場合はお気軽にご連絡くださいね。

先日、家族が順番にインフルエンザにか

かってしまい、私も約一週間のお休みをい

ただき、お客様にも大変ご迷惑をおかけし

ました。この間に一つ考えさせられる事が

ありました。先に熱が下がってきた次男が、

私が寝室から降りて来るたびに「パパ！」

と嬉しそうにこちらに笑顔をくれるのです。

嬉しい反面、普段自分がいかに子供との時

間を作ることが出来ていないのかに気づき

ました。以前、本で読んだ「子供に残して

あげるもので一番大切なことは一緒に過ご

した記憶を残してあげること」という一文

が思い出され、子供と思い出を作る日を一

日でも多く残す為に行動を変えよう！と思

いました。このお休みは私に大切なことを

気づかせてくれました。

“ 感謝して、恩返しの繰り返し ”

▶お客さまプロフィール A さま

▶お客さまプロフィール 井上日麿美 さま

人への思いやりがあり、ご高齢者へのボラン

ティアをされていて、ご自身の経験から人の

痛みがわかるからなんとか力になりたいとい

う想いを持たれているお方です。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／

撮
影
＝
辰
己
知
里
）

（ 撮影 / 記事担当 = 水落成典 ）

イ ノ ウ エ ヒ ロ ミ

「
お
日
さ
ま
の
光
を

楽
し
ま
れ
て
い
る
」

おしゃべり日記

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
。

（ 撮影 / 記事担当 = 水落成典 ）

ぬくもりのおすそ分け

さ
ま
は
、
こ
れ
ま
で
通
信
に
登
場

い
た
だ
い
て
い
る
Ｙ
さ
ま
、
Ｎ
さ

ま
と
お
友
達
で
、
お
二
人
は
「
Ａ

さ
ん
が
家
か
ら
出
る
の
を
嫌
が
っ

た
ら
、
終
わ
り
や
な
ぁ
（
笑
）
」

と
、
い
つ
も
元
気
な
様
子
を
話
題

に
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ス
イ

ミ
ン
グ
や
ヨ
ガ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

に
散
歩
や
山
登
り
に
出
か
け
ら
れ
、

体
を
動
か
す
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

月
に
一
回
は
水
彩
画
教
室
に
通
わ
れ
て
い
ま
す
。

〝 

静
と
動
〟
で
カ
レ
ン
ダ
ー
が
埋
ま
っ
て
い
ま

し
た
（
笑
）
。
伺
っ
た
と
き
に
ケ
ー
キ
を
出
し

て
く
れ
た
の
で
す
が
、
Ａ
さ
ま
が
「
私
は
検
診

を
控
え
て
い
る
か
ら
、
お
か
き
！
」
と
、
健
康

に
も
気
づ
か
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
大
匠
工
務
店
の
こ
と
を
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
、
「
こ
っ
ち
が
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
か
ら
感
謝
し
て
い
る
ね
ん
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ご

自
分
が
関
わ
っ
て
い
る
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
よ
く
口
に
さ
れ
、
感

謝
し
て
恩
返
し
す
る
、
と
い
う
の
を
常
に
繰
り
返
し
て
お
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
Ａ
さ
ま
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
た
も
の
に
感
謝

し
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
返
す
よ
う
な
人
が
、
も
っ
と
も
っ
と
世
の
中

に
増
え
る
と
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

井
上
さ
ま
と
は
、
十
五
年
の
お
付
き
合
い
で

二
十
回
以
上
、
工
事
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
一
番
の
お
気
に

入
り
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
下
に
設
置
し
た
サ
ン

ル
ー
ム
。
と
て
も
使
い
勝
手
が
よ
く
て
、
喜

ん
で
く
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
も
と
は

二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
下
で
旦
那
さ
ん
が
趣
味

の
作
業
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
雨
風
を
防
ぐ

た
め
に
「
何
か
、
囲
い
が
で
き
へ
ん
？
」
と

い
う
ご
依
頼
が
き
っ
か
け
。
今
ま
で
の
経
験

と
い
ろ
ん
な
材
料
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

職
人
さ
ん
の
技
術
で
形
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
観
葉
植
物
を
育
て
た
り
し
て
、
冬
で

で
も
お
日
さ
ま
の
光
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
お
話
の
な
か
で
、
井
上
さ
ま
か
ら

「
大
匠
さ
ん
は
、
話
し
や
す
く
、
こ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
も
い
い
の
か
な
？
と
思
う
こ
と

で
も
言
え
る
し
、
わ
た
し
た
ち
が
快
適
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
提
案
し
て
く
れ
て
い
る
」
と

言
っ
て
も
ら

え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

近
い
距
離
で

井
上
さ
ま
の

お
役
立
ち
を

し
て
い
き
た

い
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
水
落
成
典
）

▲ベランダ下のサンルーム

伝

月

大
匠
の

言

板

Ａ
さ
ま
の
と
こ
ろ

へ
〝 

だ
い
し
ょ
う

通
信
〟
を
持
っ
て

伺
い
ま
し
た
。
Ａ
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